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以前から、こちらの記事の中で、「人生を楽しむために」と題しましたシリーズを何回かに

わたりお届けして来ました。そして、お蔭様で、いろいろなお声をたくさんいただきました。

その中で、「仕事編」もぜひ、というお声を結構いただきましたので、今回は、このシリー

ズの仕事編といたしまして、「仕事を楽しむために…Ⅰ」をお届けしたいと思います。

①これは何度も言って来たことですが…仕事はトコトン真剣に

やる。誤魔化さない。お客さんだとか関わりのある人のために、

そして自分のためにも、これ以上はできないというくらいにや

る。

　息抜きは大いにしてもいいが、手抜きはしない。一切しない。

手抜きしても、仕事は面白くならないし、楽しく仕事できない。

楽しく仕事するためには、手抜きは一切なし。

　そうすることによって、自分自身も磨かれて行くし、周りに

良いものも提供できて行く。

　そしてそれが自ずと、世の中に貢献して行くことになる。

②今までの安全圏の範囲ばかりに留まっていないで、経験のな

い未知の領域にも、ちょっとずつでいいからチャレンジして行

こう。ちょっとだけハードルが高いなと思うことにも、チャレ

ンジして行こう。ハードルがちょっとだけ高いなと思えるとい

うことは、もう自分にはそれができる可能性が大いにあるとい

うことです。あとちょっと、何かを頑張ればできるということ

です。

　チャレンジすることによって、また新しい道が拓けるし、よ

り楽しい仕事ができて行く。

③自分が当たり前のようにやっていること、当たり前のように

できることが、他人から見ればスゴイことであり、スゴイ「能力」

や「才能」である。それがまた、スゴく周りの役に立つし、周

りにありがたがられる。

（エステBプラン vol.37  「能力」「才能」を発揮する…参照。）

　だから、自分の当たり前にできることをやる、自分の得意と

していることをやる…それで、ちゃんと世の中に貢献できるよ

トークの流れ

うになっている。何かことさらに特別なことをしないと貢献で

きないんじゃない。

　自分ができることをちゃんとやって行くことで、世の中に一

番貢献できて行く。

　（自分が苦手なことは、それが得意な人に任せればいい。得意

な人にやってもらえばいい。それで、その任された人は、その

ことでまた、世の中に貢献できて行く…人は、そういう関係性

になっている。）

④他から分捕ってでも、自分だけが儲かればいいというのも問

題だけれど、自分の利益を度外視してというのも問題。お客さ

んに喜んでもらって、関係のある人に喜んでもらって、自分も

しっかり利益を出す。これが、とても大事で、また素晴しいこ

とでもある。仕事、事業、商売をして行く中で、このことは大

きな醍醐味のひとつでもあるでしょう。

　ちゃんと仕事をしているのなら、稼がないよりは、いっぱい

稼いだ方が絶対にいい…稼がないのは、何かがおかしい。

　稼ぐ…利益を生み出すこと…世の中にお金が循環して行くし、

それが社会貢献にも繋がって行く。

⑤人を喜ばせるところには、お金がやって来る。人の幸せのお

手伝いをするところには、お金がやって来る。

　人を幸せな気分にしてあげるところには、お金がやって来る。

⑥お客さんは無限にいる、と信じておこう。何かで誰かと競合

になって、目の前のお客さんが、その競合相手の方に行ったと

しても、自分が全力を尽くしたのなら、それはそれとして、し

ようがないです。そんなに落ち込まないでおきましょう。

　お客さんが一人減ったのじゃなくて、もっと自分に合った、

より良いお客さんが、どこからともなくやって来ると信じてお

きましょう。たぶん､やって来ます。自分が力を尽くせば、お客

さんはいっぱいやって来る、そう信じておくことが大切です。

　お客さんは、無限にいます。今、想像が付かなくても、自分

が全力でやっていれば、誰かが、きっと良いお客さんになって

くれます。

　良いお客さん化してくれます。それも、どんどんいっぱい良

いお客さん化してくれます。そう信じておきましょう。

　仕事というのは、決して、限られたお客さんの取り合いでは

ないのです。

⑦この人は自分の利益のためにいいように利用できる、目先の

自分の金銭的有利さのためにいいように利用できると、そういっ

た下心で近づいて来ようとする奴はいっぱいいます。変な駆け

引きだとか、変な手練手管を使って、自分に有利に事を運ぼう

とする奴もいっぱいいます。こういう奴等とは、全く関わらな

いでおこう。口先で、一見良さそうなウマい話を言ってきたり

しますが、全く相手にしなくていい。その人も、その話も、偽

物ですから。もし付き合ってしまうと、ただ疲れるだけです。（も

ちろん自分自身も、そうならないでおこう。）

　こういう奴等は、すぐに人を裏切って、また自分のために利

用できそうな人を探します。ずっと、そんな事をしています。

　私も、こういう人達をたくさん見て来ました。こういう輩が、

何かでちょっとウマくいったように見えて、少しでもお金を稼

げる、という時代はもう終わったと思います。

　今、こういう輩はどんどん潰れて行っています。小手先だけ

のことは、もう通用しません。そういう世の中になって行って

いるように思えます。

　どの分野でも、やはり伸びて行っているのは、真っ当でハー

トのある人達です。もう、そういう時代になって来たと思います。

（以前からも、そうではありますが）

⑧自分の「成功への道」は、自分自身が試行錯誤しながら、自

分が創って行くモノ。その「道」は、人それぞれ違うモノ。

（エステ B プラン　vol.7  「成功の法則」って、何？…参照。…

じつは今までの記事の中で、この記事が一番反響が大きかった

です。今のところダントツです。）

　インターネット上、SNS 上などで、「俺の言うようにすれば

成功できる」といった類いの、“成功セミナー”だとか“成功へ

の道テキスト”のようなものを販売する情報が氾濫しています

が、よくおわかりのように、これはその情報らしきモノを販売

してお金にしようとする、よくある情報商材販売ビジネスなの

で、相手にしなくていいです。こういうものに惑わされないで

下さい。

　あなたの「成功への道」は、あなたしか創れません。あなた

が試行錯誤しながら、そして、「ああでもない、こうでもない…」

と悩み考えながら創り上げて行くモノです。それが一番早くて

近道だし、それが素晴しいことだし、またとても楽しくもある

ことだと思います。

⑨自分という人間の小ささを感じる時があるとすれば、それは

優しい、また素晴しい心を持っているということ。

　傲慢でエラそうな奴なんかより、よっぽどイイ。数百倍イイ。

　その優しい心を、ずっと大切にして行こう。

⑩せっかく、この世に生きて、そして仕事をしているのなら、“自

分はそこそこやれる、自分はそこそこ素晴しい”と認めて、ど

うせなら全力を出して仕事をして行きましょう。自分を認めて

全力を出した方が、楽しい仕事ができて行きます…自分自身、

そして関わりのある人のためにも、楽しく仕事をして、いい時

間を過ごして行きましょう。同じ時間を過ごすのなら、絶対、

楽しい時間を過ごした方がイイですね。

⑪自分自身であり続けて、そして自分自身を出す…能力だとか、

自分の思いだとか、出せるモノは全部出す…そのことが、即ち

そのまま、世の中に貢献するということ

だと思います。

　生きているといろいろなことがあります、が…自分自身を信

頼し続けること…人間なので、自分を疑いたくなる時もあった

りしますが、それはそれとして…自分自身を信頼して、前へ歩

を進めること…が、仕事を楽しむ秘訣、そして世の中に貢献し

て行く秘訣のひとつなのかもしれません。

　今回は、「人生を楽しむために」の姉妹編として、「仕事を楽

しむために…Ⅰ」…⑪カ条をお送りしました。

皆様の益々のご発展をお祈り致します！    

「仕事を楽しむために…Ⅰ」


